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完成レーベン水戸ONE　STATE　TOWER

■工　　事　　件　　名：（仮称）レーベン水戸駅前新築工事
■物　　件　　名　　称：レーベン水戸ONE　STATE　TOWER
■所　　在　　地：茨城県水戸市宮町１－８－
■建　　築　　主：MIRARTHホールディングス株式会社
■デザイン監修：株式会社ウイ・アンド・エフ　ヴィジョン
■設　計　・　監　理：川口土木建築工業株式会社一級建築士事務所
■施　　　　工：川口土木建築工業株式会社
■敷　　地　　面　　積：，．㎡
■建　　築　　面　　積：，．㎡
■延　　床　　面　　積：，．㎡
■構　　　　造：ＲＣ造
■階　　　　数：階
■工　　　　期：年９月日～年３月日

撮影者：株式会社エスエス企画　大野賢一 エントランスホール

パーティーラウンジ ゲストルーム

シミュレーションゴルフ キッズスペース

　MIRARTHホールディングスの事業
会社タカラレーベン（東京都千代田区、
秋澤昭一社長）がＪＲ水戸駅（水戸市）
の南口エリアに開発した総戸数戸の
タワーレジデンス「レーベン水戸ONE　S
TATE　TOWER」が完成した。低層部

に商業スペースを設けた物件であり、外
観や植栽に工夫を凝らしている。こうし
た取り組みを通じて、地域活性化にも貢
献する。建物の設計と施工は、川口土木
建築工業（埼玉県川口市、古川元一代表
取締役）が担当した。

　ＪＲ水戸駅（水戸市）の南口エリアで当社が開発した「レーベン水戸ONE　STATE　T
OWER」が完成し、３月下旬から入居が始まりました。駅前の立地で地域活性化にも
つなげたいという思いで、エリア最大級となる商住一体の複合開発に取り組みました。
水戸エリアでの開発は今回、年竣工の「レーベンハイム水戸プレミアガーデン」か
ら数えて６棟目となります。
　完成した物件はエリア最高層となる階建てのタワーレジデンスです。総戸数は
戸。１～２階には５区画の商業スペースを設けることで、居住者に対する商品価値を向
上させるだけでなく、周辺利便性も高められるようにしました。シンボリックな場所に
建つ物件ですので、陰影まで考えた立体的なデザインで外観ファサードを作り込み、四
季折々で見え方が変わる植栽などにも工夫を凝らしました。
　住戸は専有面積㎡から㎡までの間取りを用意し、ファミリー層から富裕層まで幅
広い方々をターゲットに、通常よりもゆったりとした設計プランの商品企画としていま
す。大規模施設ならではの共有施設として、パーティーラウンジ、シミュレーションゴ
ルフ、キッズスペース、ゲストルームも用意しており、それぞれデザイン性にも富んだ
空間としました。
　入居開始時点で７～８割の住戸が転居されてきていますが、水戸駅を拠点に広範囲に
活動される方などもいるようです。引き続き棟内にモデルルームを設け、販売活動を続
けてまいります。
　当社は茨城県内で、水戸エリアを中心につくばや牛久などでも物件開発を行っていま
す。引き続き、地域貢献も視野に入れたプロジェクトを手掛けていきたいと考えていま
す。

　水戸駅南口の街並み発展のため、共同住宅と店舗
の複合計画としてプロジェクトが始まりました。
　共同住宅戸、店舗５区画、地上階建ての周辺
には無い大規模な建物としての設計を行いました。
住宅はファミリーを想定した間取りとし、店舗は主
に物販を想定し大きめの床面積を確保しています。
　住宅部分直下に店舗を１、２階に配置するなど、
住宅と店舗の建築、構造、設備の分離が設計最大の
課題となりました。屋上には景色、花火大会を楽し
むためのテラスを配置、入居者の利用を想定したゲ
ストルーム、コワーキングルーム等の共用室も計画
に取り入れています。

　外観のデザインについてはデザイン監修会社の提
案により、日本の伝統を意識し、「水戸らしい」に
相応したモダンな邸宅の創出をコンセプトとして計
画しました。階建てで突出したイメージを払拭す
るため、周辺建物との調和の取れたスカイラインの
形成、色彩を取り入れました。梅のつぼみをイメー
ジした庇（ひさし）、水戸城大手門をイメージした
基壇部のファサードの形成を計画しました。
　メインエントランスは２層吹き抜けとし、壁面に
石とガラスの複合材を使用し照明を透過させること
により高級感を演出、モダンな邸宅の入口としての
計画を行いました。
　住宅、店舗、外観デザインを含め、水戸駅南口のラ
ンドマーク的な建物に仕上がったと思っています。
街並みの発展とともに成長しつづける建物となるこ
とを期待しております。
　株式会社ウイ・アンド・エフ　ヴィジョン

吉崎　博（デザイン監修）
　川口土木建築工業株式会社一級建築士事務所

　第一設計部　石井　修吉リビングダイニングＭタイプ 共用廊下
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